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の世界と子どもたちをつなぐところに保育者
は位置している。
₃　学校教育における歌唱
　平成20年３月改訂の中学校の学習指導要領
では、教科音楽第１学年　Ａ表現（１）歌唱
イの項で、「曲種に応じた発声により、言葉の
特性を活かして歌うこと。」と示され、平成
21年３月改訂の高等学校学習指導要領の芸術　
音楽Ⅰでも、Ａ表現（１）歌唱イの項で、「曲
種に応じた発声の特徴を生かし、表現を工夫
して歌うこと。」と、曲種に応じた発声とい
うことが示されている。これまでの学校教育
における歌唱指導は響きを重視した洋楽の発
声が中心で、 教科書に民謡などがのっていて
も歌唱表現として積極的にとりあげることは
できていなかったというのが実情なのである。
中山（1998）は、「日本語の歌唱法に関する科
学的な研究は非常に数少ない。更に、日本語
の特質や、邦楽に代表される、 日本人が本来
もっていると考えられる歌唱表現のアイデン
ティティを考慮に入れた歌唱表現法の研究
は、 全く不十分にしか行われてこなかったと
いえる。」と指摘している。
　「曲種に応じた発声」について考えるとき、
日本の伝統音楽は多くの種目があり、種目に
よって歌詞の一語一語の発音のしかたも異
なっていることがあるので学校教育でどれを
取り上げるか難しいところがある。しかも、
これを指導する教師自身が洋楽中心の音楽教
育を受けてきており、邦楽に関する知識や技
能が十分とはいえない状況にある。しかし国
際社会において他の国の文化を理解し尊重す
るためにも、自国の文化について学ぶことは
重要である。生活様式の変化に伴い日常生活
の中で伝統的な事柄の体験をすることが難し
高めるための指導法の工夫が必要であると感
じているが、このことについては今後の研究
課題とし、本稿では〈うたう〉ことの中の「歌
声」に視点をあて、筆者のこれまでの高校に
おける日本の伝統的な歌唱の実践１）と本年度
担当した学生Ａに見られた場面による歌声の
変化を振り返りながら、保育者にとっての〈う
たう〉とはどのようなことか、また、保育者
に求められる歌声とはどのようなものかにつ
いて考察したい。
₂　〈うたう〉とは
　広辞苑（第五版）によれば「うたう（歌う・
唄う・謡う・謳う）」は「ウタ（歌）ア（合）
フの約。一説、ウ（打）チア（合）フの約」
とあり、「声に節をつけて唱えること」の意が
最初に調べられる。冒頭に載せた保育者の歌
いかけの例や子どもたちの遊びにおける唱え
はまさにひとつの「うた」なのである。折口
信夫によれば、歌うとは訴えることであると
いうことだが、人は、何かに感動したり心が
動いたときに自分の思いをことばにのせ、声
に出して発する。自分の思いをことばにする
時、日本語を母語とする者にとっては、日本
語がもっとも自然に自由に扱える表現手段で
ある。日常での話しことばとして日本語を
扱っている時は格別意識することはないかも
しれないが、「歌をうたいましょう」と言うこ
とになると、かまえてしまって少し違った様
相を呈するように思われる。
　自然に節をつけて唱えることといわゆる一
般的な意味での歌をうたうことの間に、もっ
とことばで遊んだりことばを楽しむことが
あってもよいのではないだろうか。歌とも唱
えとも区別できないような、豊かなことばの
世界、日本語のひびきの世界がある。これら
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くなっている今、日本文化についての理解の
面からも、今後学校の授業の中で、例えば郷
土の民謡を歌ってみるなどの活動が少しずつ
組み込まれていくことが今まで以上に期待さ
れている。
　生徒が好むＪポップ、合唱曲、芸術歌曲、
世界の様々な国の歌、そして日本の伝統的な
歌唱曲など、学校教育の中では様々な種類の
音楽との出会いがある。それぞれの様式に
沿った歌い方があり、それはそれぞれの歌や
音楽のよさにつながっている。歴史的に見て、
日本に西洋音楽が取り入れられて100年以上
の年月が経ったが、日本語を母語とし日本の
文化の中で生活する子どもたちにとって無理
のない自然な声は、日本語を話す声として子
どもたちの身体の中に受け継がれているはず
である。
₄　高校での実践：長唄を唄う
　筆者は日本の音楽を取り入れた授業として、
篠笛や三味線など和楽器の体験を組み込んだ
授業を行ってきたが、和楽器だけではなく日
本の声にも注目させたいと考え、平成15年～
20年まで長唄の実践を行った。ここでは、発
声の仕組みの理解及び様々な声について知り、
声の魅力を味わうという視点から行った第２
学年の授業について述べる。
　まず、視聴覚教材により発声の仕組みを学
習し、世界の様々な声による音楽の鑑賞を
行った。次に日本の声に注目した種目の違い
による比較鑑賞を通して生徒が声について考
える場面を設定し、生徒の意識にゆさぶりを
かけた後で「長唄を表現しよう」を実施した。
第１時では、まず始めに《元禄花見踊》のテー
プを聴かせ、長唄とはどのようなものか雰囲
気をつかませた。「長唄」ということばにつ
いてはなじみのなかった生徒たちも、調子の
よい《元禄花見踊》の一節を聴くと「歌舞伎
のときの音楽みたい」「思っていたよりにぎ
やか」などと感想を述べ、たいくつな音楽で
はなさそうだととらえたようだが、長唄独特
の唄声に、「本当に自分たちができるのだろう
か」と不安気な表情であった。簡単な曲の解
説とあわせて歌詞を読んだ後、発声や唄い方
に注目させ再度演奏を聴かせた。続く唄の実
践では全員が授業者である筆者と向かい合う
形で正座し、授業者の演奏を見て聴いてすぐ
に模倣するという伝統的な稽古の方法をとっ
た。はじめは母音を伸ばし音を変化させなが
ら唄うことにとまどっていた生徒たちも、繰
り返すうちに唄の流れや抑揚をとらえ、少し
ずつ自分たちだけでも唄えるようになって
いった。「頭の中ではわかるけど、なかなか
声にできない」と言った生徒の発言は、筆者
自身の長唄の体験からも言えることであり、
声の操作性の難しさを表している。日常生活
の中では正座をすることもほとんどなく、正
座の姿勢に慣れていない生徒たちであるが、
唄声がか細くなったときに「顔を上げて背中
を伸ばそう。声をまっすぐに」とよびかける
と、さっと姿勢がそろい、 張りのある声にな
るのは不思議なほどであった。生徒の感想に
「背筋を伸ばしたら声がでた」という記述が
みられたが、長唄に限らず、日本音楽を演奏
するときの姿勢（楽器の構え方も含む）は、
その音楽のあり方に大きく関わる重要な要素
であると思った。
　この学習のまとめとして、 最後に第１時の
はじめで提示した演奏テープを聴かせ、 聴こ
え方に変化があったか記述させたところ、 
「自分で唄った後だと、三味線の音はチンや
チャンなどの音に聞こえたし、長唄を唄って
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る生徒は非常に少なく、すぐにつまって書け
ない生徒が多く見られたことは意外であった。
そこで、《ふるさと》の独唱・無伴奏での演奏
ＣＤを聴かせると、生徒は歌詞を聴き取ろう
と真剣に耳を傾けていた。「こぶな」を「小舟」
と書いたり、「つつがなし」の意味がわからな
い生徒が多いようであったが、歌詞について
の理解や共感は歌唱において重要な要素であ
る。ことばの説明を加え、１番から３番まで
通して歌詞を読んだところで今まで何となく
知っている曲でしかなかった《ふるさと》が
生徒に一歩近づいたという感触を得た。さら
に歌への思いをふくらませるために、この曲
を色にたとえるとしたらどんな色か、またど
のような声で歌いたいかなどについて記述さ
せた。音楽と色彩を結びつけることには一瞬
戸惑ったようであったが、「夕焼けの色」「セ
ピア色」「透明感のある青」など歌詞や旋律
を色彩と結びつけて思い思いに記述していた。
また、「どのような声でどのように歌いたい
か」についても、「澄んだ声で味わい深く、広
がる感じで歌う」「包み込むような声で、言
葉を大切に歌う」など、歌詞と旋律から声の
音色や質感について生徒が自分なりのイメー
ジをもち、《ふるさと》の歌に対する思いが深
まったようであった。この後グループで工夫
して《ふるさと》を歌う活動を行った。
　グループの工夫として、「３番は『志を果た
して』だから意志を持った声で歌う」「２番は、
親や友を懐かしむ少しさびしいような雰囲気
をだそう」「ハミングを入れよう」「ハーモニー
をつけよう」など様々な表現の工夫がなされ
た。そして、最後に全員で《ふるさと》を斉
唱したとき、第１時と比べるとその歌声には
確かに深まりが感じられた。発音や姿勢を特
に注意したわけではないが、歌詞を考え自分
いるのも、声のはり方などがつかめるように
なった」「自分が唄ったので、テープで唄っ
ていた人たちがどれだけ工夫しているかわ
かった。音を少し伸ばすにも音を動かしてい
るのが前より聴き取れた」などの感想にみら
れるように全員に変化が見られた。長唄を実
際に体験したことによって生徒にとって長唄
が実感を伴ったものとなり、これまでより理
解と共感をもって聴くことができるように
なったといえる。
　長唄における発声や歌い方の特徴について、
学習カードの記述から生徒がとらえたことに
ついてまとめると、伸ばした音の抑揚、声の
ゆれ、１文字についての音程の変化、母音の
強調等について全員がとらえていた。さらに、
生徒の感想から，発声の仕組みや声そのもの
に関心をもち，アジアやヨーロッパの声との
比較鑑賞を通してそれぞれの声を生み出して
いる社会や文化への気づきと，日本の文化が
生み出した声の特徴についての気づき，さら
にその日本の文化の中に存在する自分の声へ
と関心が深まっていく様子が見て取れた。
₅　高校での実践：《ふるさと》を歌う
　《ふるさと》は、日本人の共通の愛唱歌と
いってよいほど親しまれてきた曲で、高校生
にとって一度は歌ったことがあり、なんとな
く知っている歌といえる。歌詞を理解して一
人一人がイメージをもち、日本語を美しく歌
う気持ちにさせたいと考えた。
　第２学年を対象に、題材名を「歌詞のイメー
ジをふくらませて歌おう」として行った授業
実践の指導の流れを以下に示す。
　まず曲名を告げずに《ふるさと》」をピア
ノで演奏し、「何の曲か、歌詞が書けるかな」
と言って歌詞を書きださせた。すらすら書け
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作曲《風の子供》などである。指導法として
は５  高校での実践：《ふるさと》を歌う　と
同じように、一曲ごとに歌詞を考え、ことば
の意味を理解し、自分なりのイメージや歌へ
の思いをもって歌うよう働きかけた。学生Ａ
にとって聞き覚えのある歌で自分ではすぐに
歌えそうだと思われた曲でも、歌詞の意味を
考えどのように歌いたいのか自分なりのイ
メージをもたせることで歌声が変わっていく
のが見て取れた。言い換えるならば、ことば
でメロディーをなぞる段階から、歌詞や曲想
から感じ取ったものをイメージをもって表現
する段階へ近づいていったとでも言えよう。
６.1　《風の子供》に見る歌声の変化
　前段で述べた学生Ａの「歌声が変わってい
くのが見て取れた」における「歌声」という
のは、ベルカントか地声かというような単に
発声に関することではなく、ひとつの楽曲を
演奏する際に求められる演奏者の表現のあり
方、言い換えればひとつの歌とそれを歌おう
とする学生Ａ自身との関係の中での表現で
あった。この場合、歌の聴き手がだれである
か、だれに向かって歌うのかについては特定
していない。しかし、これから述べる「歌声
の変化」は、前段の内容を踏まえたうえで子
どもたちに向かって歌うという設定の中で見
られた歌声（歌い方）の変化である。
　竹久夢二作詞、中田喜直作曲《風の子供》は、
彼の作品《六つの子どもの歌》の中の一曲で
ある。「風の子どもが山へ出て、つりがね草
を吹きました」という歌詞で始まり、内容が
ひとつのおはなしのようになっていて、やわ
らかなメロディーと相まって映像が浮かんで
くるような夢のある曲である。高音域の部分
もあり歌うのには難しいところもあるが、プ
ロの声楽家が演奏会で歌う曲としてだけでな
なりのイメージや歌への思いをもつという心
のあり方が、無意識のうちに発音や歌う姿勢
などに影響して深みを持った声の音色として
表現されたのではないかと思っている。
₆　学生Ａに見る歌声の変化
　学生Ａは高校時代合唱部に所属しており、
歌うことが好きで保育者養成の短大に進んで
からも声楽のレッスンを継続していた。本学
に編入して筆者が専門演習を担当することに
なり、声楽のレッスンを継続したいという意
向を持っていることがわかった。声楽を継続
することは学生Ａにとって表現の幅を広げ、
保育者としての資質を高めることにもつなが
ると考え、レッスンを継続することにした。
これまでに学生Ａが歌った曲として高校では
ラテン語によるミサ曲が多く、短大ではコン
コーネ、イタリア歌曲など、いわゆる音楽大
学の声楽科で行われているような曲を中心に
練習していたということであった。しかし、
高校の音楽の教科書に掲載されているような
日本の歌曲は全く歌ったことがなく、どのよ
うな曲があるのかも知らないということで
あったので、ぜひ歌わせたいと思った。《こ
の道》や《椰子の実》などの高校の音楽の教
科書に掲載されているような日本の歌曲は長
く人々に愛され、親しまれてきたものである。
自分で歌ってみることでそのよさや曲の味わ
いを感じ取り、将来保育に携わる者として子
どもたちにも日本の歌のもつよさや味わいを
伝えられるようになってほしいと考えた。選
択した曲は、北原白秋作詞、山田耕筰作曲《こ
の道》、《からたちの花》、島崎藤村作詞、大中
寅二作曲《椰子の実》、林古溪作詞、成田為
三作曲《浜辺の歌》、吉村一昌作詞、中田　
章作曲《早春賦》、竹久夢二作詞、中田喜直
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う方法として風の子どもの人形を作り、歌と
子どもをつなぐ媒介者とした。そして、「つり
がね草さんを起こしてみよう」などと子ども
たちに話しかけながら自由に身体表現させ、
子どもたち一人一人が風の子どもになるとい
う方法を考えた。他の学生が子ども役になり、
学生Ａが考えた案を試行する中で《風の子供》
の歌を聴かせる場面になったとき「歌声の変
化」が見られた。
　子ども役の学生が初めてこの歌を聴く場面
では身体全体を使って声を響かせ豊かに歌っ
ていたが、風の子どもの人形を登場させて歌
う場面では、人形を持ちながら子どもに話し
かけるように自然な声で歌っていた。この時
はピアノ伴奏はなく、自分で間を作りながら
歌うところもあったが、特に不自然さは感じ
られず、学生Ａの歌声がその場面での中心的
要素となっていた。つまり、子ども役の学生
にとって、学生Ａの歌声や話しかける声の調
子、表情などのすべてがこの歌の世界に触れ
るための重要な要素であり環境となっている
ことが見て取れた。
　学生Ａにとって机上で指導の流れを考えて
いたときには、自分の歌声や歌い方にまで考
えが及んではいなかったと思われる。しかし、
子ども役の学生を前にしたときに場面の状況
によって自然に身体が反応して、歌声（歌い
方）が変わったのではないだろうか。
₇　考察
　６.1で述べた学生Ａの、場面によって歌声
が変化する様子を見たとき、はじめに　で述
べた保育者の歌いかけ「おくつが　おくつが　
どっちかな」を思い出した。保育者にとって
〈うたう〉という行為の内容には２つあると
考える。ひとつは一般的に意味するところの
く、プロではない学生や保育者が歌っても子
どもたちにこの夢のある歌の世界を伝えられ
るのではないか、子どもが初めてこの歌を聴
いても十分に楽しめるのではないかと考えて
選択した。
　学生Ａにとって《風の子供》は初めて歌う
曲であり、イメージをもって歌うためには、
例えば「つりがね草」がどのような花なのか、
花の色は何色か、どのような形かなどと調べ
ることが必要であった。自分が知らなければ
子どもに伝えることはできない。歌詞を理解
し、メロディーをことばでなぞる段階から自
分なりのイメージをふくらませて歌いこんで
いくうちに、歌が身体になじむとでも言おう
か、身体全体を使って豊かに歌えるように
なっていった。
　この曲はピアノ伴奏も重要な役割をはたし
ており、歌とピアノ伴奏が一体となってひと
つの世界を作っている。ピアノ伴奏にあわせ
てこの歌を子どもたちが歌うことは音域など
の面からも難しいであろうと思われたが、保
育者が歌って聴かせるのはもちろんのこと、
指導方法を工夫することによって年齢の低い
子どもたちにもこの歌の世界を味わわせ楽し
ませることができるのではないかと考えた。
そしてこのことが学生Ａの研究テーマにもつ
ながっていった。
　子どもたちが《風の子供》の歌の世界を味
わい楽しむためには、歌を聴くだけではなく、
子ども自らが何らかの方法で歌にかかわって
いくことが必要である。例えば歌から感じた
ことを絵に描く、役割を決めて劇にするなど
の方法が考えられるが、《風の子供》はこのよ
うな表現の可能性をもった作品であると考え
る。
　学生Ａは、この歌の世界に子どもをいざな
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保育者における〈うたう〉ことについての考察
の表現を広げていくことにつながるのではな
いだろうか。
　学生Ａは、日本の伝統的な歌唱ということ
で長唄にも興味をもって取り組んだ。正座し
て繰り返し手本となる声を聴き、ひたすら模
倣することで長唄の唄い方の特徴を理解し、
ベルカントの発声で歌った曲とは異なる、長
唄を唄う楽しさということも味わったようで
あった。長唄などの日本の伝統的な唄をうた
うことは何か特別なことのように感じられる
かもしれないが、日本語をうたうと言う点か
ら大きくとらえれば、《ふるさと》や《この道》
を歌ったり、「おくつが　おくつが　どっちか
な」と唱えることとつながっているのである。
保育者に求められる歌声について考えるとき、
ベルカントか地声かというような発声の視点
はなじまないように思われる。まず保育者自
身がやわらかな感性をもち豊かな表現ができ
ることが望まれる。いろいろなものやことか
ら何かを感じ、心とからだが柔軟に動いて、
楽しい歌声、やわらかな歌声、温かな呼びか
けとなるのである。そしてその声が生み出す
質感や雰囲気は子どもたちの環境の一部とな
り、子どもたちの活動や表現を支えるものと
なる。保育者に求められる声とは、保育者自
身の柔らかな感性から生み出された、表現豊
かな、子どもの心に届く声ではないだろうか。
今後の課題としては、本稿で考察したことを
踏まえ、保育者として必用な弾き歌いについ
て、学生がうたうことの意味や重要性を理解
し、弾き歌いにおけるうたうことについての
意識を高められるような指導方法について研
究していきたい。
歌をうたうことであるが、もうひとつは、日
常のあそびや活動の中で自然にことばに節が
ついて唱えとなり、それが子どもの活動を支
えたり環境としての雰囲気をつくるようなこ
とである。
　「○○の歌をみんなで歌いましょう。」とい
う場合は、保育者の歌声が手本となるため、
歌い始めの音の高さを意識したり、充分な音
を作り出すための準備と声を出すという意識
が伴ってくるであろう。しかし「おくつが　
おくつが　どっちかな」のように、日常の活
動の中で即興的に唱え歌われるような場合で
は、充分な音を作り出すための準備や声を出
すという意識をもつ段階を飛び越えて、すぐ
にも身体が反応して節のついた自然な声とし
て子どもに向けて発せられているのではない
だろうか。いずれにおいても、保育者の声は
子どもにはたらきかけ、子どもの活動や表現
を生み出す重要な要素となり、子どもの心や
活動を支える大切な環境のひとつとなるので
ある。
　平成20年の幼稚園教育要領では、第３章　
第１　指導計画作成に当たっての留意事項　
１　一般的な留意事項（４）に、「幼児が様々
な人やものとのかかわりを通して、多様な体
験をし、心身の調和のとれた発達を促すよう
にしていくこと。その際、心が動かされる体
験が次の活動を生み出すことを考慮し、一つ
一つの体験が相互に結びつき、幼稚園生活が
充実するようにすること。」と記されている。
この文中の「心が動かされる体験」に関わり
含まれることのひとつとして、歌などの音楽
活動の場合、保育者の豊かな声や表情がある
と考える。保育者が楽しそうに歌ったり豊か
に表現することで子どもにその雰囲気が伝わ
り、その音楽の世界を楽しんだり子ども自身
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